
太田ぜんすけ■ 生年月日 1975年1月27日 (50歳)

■ 経　　歴

　1987年 総社市立秦小学校卒業

　１９９０年 総社市立総社中学校卒業

　1993年 岡山県立総社高等学校卒業

　1997年 岡山理科大学工学部情報工学科卒業

 デザイン会社・システム会社

 印刷会社を経て、独立。

2004年 ゼットエンジンを創業

 個人事業主として、２１年間

 システム開発・各種デザイン・

 サーバ構築・運営ベンチャー起業支援、動画 

 撮影、ドローンオペレーションなどを行う。

2021年 総社市市議会議員に初当選

 産業建設委員会、広聴広報委員会に所属

プロフィール

TEL： 070-8531-1404
EMAIL： ootazensuke@gmail.com
HP: https://ootazensuke.jp/ 
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レポート

活動写真集

広報公聴委員会にて 総社バイパス開通式 総社小学校新校舎竣工式 弓月フェスタにて

総社市消防本部司令室 全世代交流ふれあい市 長野病院視察 消防署にて

茅野市博物館 小学生と石畳神社へ 新本地区水路改善要望視察 福谷姫社神社神楽

昭和地区お焚き上げ 義民祭りにて 維新小学校廃校式 国分寺ライトアップ



新 し い 発 想 と 手 法 で
次 世 代 に 繋 が る 総 社 へ総 社 市 政 レ ポ ー ト 太田ぜんすけ

2021年に総社市議会議員に初当選し、早くも 3年半が経ちました。
当選直後にうつ病を発症し、3ヶ月間休養をいただいたことで、市民の皆さまや関係者の方々にご心配
をおかけしたことを心よりお詫び申し上げます。その後、温かいご支援をいただき、体調は順調に回復
し、市政について学ぶとともに、多くの方々と交流を重ね、市民の皆さまのご要望や課題を伺いながら
活動を続けてまいりました。
この 3年半で感じたことは、市政には「やりようによって実現可能なことが多い。」ということです。
発想の転換や異なる視点からのアプローチを取り入れることで、より多くの課題が解決できると考えて
います。選挙時に掲げた「新しい発想と手法で、実世代につながる総社へ」というスローガンも、今振
り返ると的を射ていたと実感しています。
これからも市民の皆さまの声に耳を傾け、ご意見を反映させるべく、自分の枠を超えて市政に尽力して
まいります。

• 救命救急の現場において映像通報受信システムを推進していくことを提言
• 放課後児童クラブでの問題を解決するためにナレッジベースのデータベースを活用し
ていくことへの提言。

• 池田小学校区の児童クラブ創設と運営調整。
• 赤米フェスの今後のあり方と総社市新本地区の赤米文化の尊重と継続的な支援を提言。
• 新規起業者のサポートとアドバイス、資金繰りの相談など。
• 市運営の総社市 LINE のインターフェースデザインの改善を要請。
• あおいハイツ下水道処理施設のリプレース補助への働きかけ。
• 各地の土木要望の早期着手要望と、市との折衝。
• 各地の草刈り作業や、清掃活動に参加。イベントのお手伝い。

がんばります！

太田善介

ご挨拶

今まで行った活動や一般質問した市への提言提言・活動

現在進行系で行っている主な取り組み取り組み

総社市西部地区の農業政策の改善・設備投資

秦地域（モデル地区）の農業振興を促進するための地域計画

秦地区（モデル地区）での新たな宅地開発のための地区計画

秦地区（モデル地区）での空き家活用促進地域にするための交渉

はた管（畑地かんがい整備事業）のリプレース事業の交渉

自治会のDX化推進のためのプラットフォーム整備

新規事業者や新規事業のための地域ファンドの設立

総社市のサービスのDX化を推進

総社市西部地区の人口減少の歯止めと保育環境の改善

スタートアップ・新規起業を市がバックアップ

その他活動・提言

▪ 空き家バンクにおいて掲載不可能な解体必須の住宅についても、売却益をもって解体することを前
提とすることで掲載可能にする仕組みを実現した。

▪ 秦幼稚園とすずらん第一保育園、神在幼稚園とすずらん第二保育園を統合し、西部地区に２園のこ
ども園化を提言。

▪ 元清音支所にある空き予定ブースの企業への賃貸や、リブ 21 を活用したスタートアップや小規模
事務作業業者、学習スペースを兼ねたコアワーキングスペースの設立を提言。

▪ 企業や大学とスタートアップ企業の連携強化や商品開発などのバックアップ体制の構築を提言。

▪ 総社市ホームページのリニューアルを提言。
▪ 総社市でデジタル決済サービスの拡充推進。
▪ 自治会における LINE でのデジタル回覧板やDX化推進のための予算増額を提言

▪ 総社市西部地域での農業振興を進めるためのインフラ事業拡大とリプレースを提言。
▪ 総社市西部地区への農業関連事業を誘致することへの提言。

▪ 田畑の集約化を進め、効率的な農業を進めるための地域計画。
▪ 総社市西部地域での農業振興を進めるためのインフラ事業拡大とリプレース※1を調整中。

▪ 50 年以上経ち老朽化したパイプラインのリプレースに向けて交渉中。

▪ LINE や SNS を使った自治会DX化※2の研究・推進。

▪ 新たなサービスや起業家を育てるための使いやすい資金を提供できる
ように地域ファンドの設立を働きかけ中。

※1 リプレース：老朽化した設備に代わり、新しい設備を建設すること。

※2 DX 化：デジタルトランスフォーメーション化。デジタル技術を活用して効率化を行なう事

▪ 農業振興地域・市街化調整区域・50 戸連たん制度の廃止・洪水災害レベル高の地区など
の複数の要因で住宅が立てづらい地区で新たな住宅を建築可能にする地区計画の調整。

▪ 農業振興地域での住居、店舗の賃貸や商店や飲食店等を経営可能にする制度
の調整。
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